ColdFusionコーディング規約



◆コーディング規約について

このコーディング規約は、システム開発プロジェクトにてColdFusionを利用してコーディングする際の指針となる規約です。当規約は絶対的な位置づけではなく、プロジェクトごとにカスタマイズして利用することを推奨します。カスタマイズする際は当規約をベースとし、プロジェクトに最適な規約を作成しましょう。

◆目的

・ソースの可読性向上
　　個人のクセによらず統一されたソースによって、誰が見ても見やすいソースになります。
・不具合の発生の抑制
　　汚いソースは、不具合の温床になります。逆にルールに基づいたソースは不具合の発見を容易にします。
・保守性の向上

　納品後の対応や2次開発時など、コーディング担当者以外がソースを見ることもあります。ルールに基づいた
ソースであれば、誰が見ても戸惑うことはありません。
◆命名規則

(1)すべての命名に関して共通の事項

・日本語、ローマ字、記号は使用しないこと。

・単語の区切りに記号は使用せず、区切りの文字には大文字を使用する。

　・意味の通る名称をつける。

　・原則単語は省略しない。しかし、一般的に意味の通る略語は使用してもかまわない。
（Number→No, Information→info）

・同じ用途の変数を連番で作成しない。（UserName1, UserName2, ....）


　

(2)ファイル名

　先頭大文字で単語の区切りを大文字とする（アッパーキャメルケース(UCC）※１）

　


(3)メソッド名

　先頭小文字で単語の区切りを大文字とする（ローワーキャメルケース(UCC）※１）を採用する。

　先頭に何をする関数かを示す動詞の略語をつける

　データの登録：ins

　データの更新：upd

　データの削除：del

　データの取得：get

　データのチェック：chk

　　　　など

　例）insProject, getDataNumber

(4)クエリ名

先頭小文字で単語の区切りを大文字とする（ローワーキャメルケース(UCC））。先頭は「q」とし、２語目はSQLの

処理分類の略語を付ける。
　データの登録：ins

　データの更新：upd

　データの削除：del

　データの取得：get

　例）qGetuserInfo, qInsCompanyTable
(5)コンポーネントのインスタンス名

先頭小文字で単語の区切りを大文字とする（ローワーキャメルケース(UCC））。先頭は「obj」とし、以降は

コンポーネント名をつける。
　例）objUserMaster, objEntryCustomer

(4)変数名

　先頭大文字で単語の区切りを大文字とする（アッパーキャメルケース(UCC））を採用する。

　例）StartTime, CustomerCode

(5)formフィールド名

　先頭大文字で単語の区切りを大文字とする（アッパーキャメルケース(UCC））を採用する。

　例）EntryYear, Age

(6)配列

先頭小文字で単語の区切りを大文字とする（ローワーキャメルケース(UCC））。先頭は「ary」とする。

　例）aryUserInfo, aryCompanyType
(7)構造体

　先頭小文字で単語の区切りを大文字とする（ローワーキャメルケース(UCC））。先頭は「str」とする。
例）strUserInfo, strCompanyType
(8)ループカウンタ

i, j, k, ・・・・とアルファベットを「i」から順に使用する。

◆コメント

以下の項目には必ずコメントをつけ、プログラム上で何をしているのかをわかるようにする。

(1)変数の宣言/初期化

　　例）<cfset ProcessingTime = 0><!--- 処理時間 --->

　　　　<cfparam name="form.EmployeeName" type="string" default=""><!--- 社員名 --->

　　　　

(2)配列/構造体の宣言

　　例）<cfset aryEmployeeNo=ArrayNew(1)><!--- 社員番号 --->

　　

(3)条件分岐

　　例）<!--- 社員番号が5桁でない場合 --->

　　　　<cfif not Len(url.CustomerNo,5)>

　　　　　・・・・・・・

　　　　</cfif>


　　　　 

(4)ファイルのインクルード

　　例）<!--- 顧客一覧のデータグリッド --->

　　　　<cfinclude template="CustomerList0302.cfm">

　　

(5)コンポーネントの呼び出し/コンポーネントの引数

　　例）<!--- プロジェクト情報取得 --->


<cfinvoke component="#objPjinfo#" method="getProject" returnvariable="retProject">


　　<cfinvokeargument name="CustomerCode" value="#form.search_customer_nm#"><!--- 顧客コード --->


　　<cfinvokeargument name=""  value="#form.search_project_nm#"> <!--- プロジェクト名 --->


</cfinvoke>

(6)その他必要と思われるところ

(7)コメントの装飾


<!--- ******************* --->のようなコメントへの装飾は原則として行わない。

◆ファイルヘッダ

各ソースファイルの先頭に以下の要領でソースの説明を記述する

TITLE

:画面・機能名

FUNCTION
:機能概要

FILENAE

:ファイル名

CODED

:作成日/作成者

REVISION
:修正内容

NOTE

:備考

例）

<!--- 

TITLE

:社員情報紹介画面

FUNCTION
:社員情報の表示および、社員経歴書の印刷を行う

FILENAE

:ViewEmployee.cfm

CODED

:ver1.00 2007.06.27 Koichi Sato

REVISION
:ver1.01 2008.02.08 Koichi Sato 社員情報に資格情報を追加

NOTE

: 
--->

◆コード表記
 (1)空白を適宜入れて視認性を向上させる

カンマの直後や演算子（比較演算子、算術演算子、代入演算子）の前後など、適宜スペースを入れ、視認性

をよくする

例）<cfif Left(EntryDate, 4) EQ DateFormat(NOW(), "yyyy")>

<cfset variables.TotalRecord = 100>

</cfif>

(2)変数の接頭辞は省略しない。

ただし、意図的に同一変数名で異なる形式の変数を使用する場合は除く。

例）Variables.CustomerName, Arguments.EmployeeName, Session.SecurityCode

(3)<cfset>を多数用いる場合は、<cfscript>を使用する。

例）○<cfscript>


　Valiables.aaa = 1;


　Valiables.bbb = 2;


　Valiables.ccc = 3;


　Valiables.ddd = 4;


　Valiables.eee = 5;

　</cfscript>




　

×<cfset Variables.aaa = 1>

　<cfset Variables.bbb = 2>

　<cfset Variables.ccc = 3>


<cfset Variables.ddd = 4>


<cfset Variables.eee = 5>
(4)<cfset>で変数に値を格納するときは、「"」や「#」でくくらない。

例）○<cfset Variables.MyName = aryMyArray[1]>

　　×<cfset Variables.MyName = "#aryMyArray[1]#">

(5)<cfif>で「true」「false」を判断する場合は、「is true」「EQ false」は使用しない。

○<cfif IsNumeric(Variables.TotalCount)>

×<cfif IsNumeric(Variables.TotalCount) is true>

(6)クエリの実行は、SQLを変数にセットし、PreserveSingleQuates関数を使用する

例）<cfscript>

Variable.tmpSQL = "update UserMaster

set VisitCount = '#Arguments.VisitCount#'




   where




　　 UserNo = '#Arguments.UserNo#'"; 

</cfscript> 

<cfquery name="qUpdUserMaster" datasource="Querytest">
PreserveSingleQuotea("#Variable.tmpSQL#")
<cfquery>

(6)<cfoutput>タグは極力OUTPUTする箇所にだけ使用する。

ソース全体をくくらない
(7)変数の存在確認は、StructKeyExists関数を使用する。

例）○<cfif StructKeyExists(form, UserName)>




　

×<cfif IsDefined("form.UserName")>

(8)コンポーネントの呼び出し方

例）

<!--- 社員マスタコンポーネント --->

<cfobject component="pjname.cmp.cmpname" name="objCmpName">

<!--- 社員情報更新 --->

<cfinvoke component="#objCmpName#" method="updEmployee">

<cfinvokeargument name="EmployeeCode" value="#form.EmployeeCode#"><!--- 社員コード --->

<cfinvokeargument name="EmployeeName" value="#form.EmployeeName#"><!--- 社員名 --->

<cfinvokeargument name="DivisionCode" value="#form.DivisionCode#"><!--- 部署コード --->

<cfinvokeargument name="PostCode"     value="#form.PostCode#">    <!--- 役職コード --->

<cfinvokeargument name="BirthDay"     value="#form.BirthDay#">    <!--- 生年月日 --->

</cfinvoke>
(9)コンポーネントのAccess属性

<cfcomponent>タグのaccess属性を適切に設定する。決してすべてpublicにはしない。

(10)<cfswitch>での<defaultcase>は不要でも必ず記述する

例）○<cfswitch expression="#Variables.Code#">

  <cfcase value="10">

    処理１

  <cfcase value="20">

    処理２

  <cfcase value="30">

    処理３

  <cfcase value="40">

    処理４

  <cfcase value="50">

    処理５

  <cfdefaultcase>

   
 エラー処理

</cfswitch>

(11)同一グループのタグの属性の順番はそろえる
属性の順番は問わないが、同一グループ内では順番を揃えて記述する。

例）○<cfargument name="UseID" required="true" hint="ユーザーID">

　　　<cfargument required="true" name="Name" hint="名前">

　　　<cfargument hint="年齢（任意）"name="Age" required="false" default="20">
×<cfargument name="UseID" required="true"               hint="ユーザーID">

　　　<cfargument name="Name"  required="true"               hint="名前">

　　　<cfargument name="Age"   required="false" default="20" hint="年連（任意）">
(12)URL変数のエンコード
URL変数を使用する場合は、必ず、URLEncodedFormat関数を使用してエンコードを行う。
例）<a href="ProductList.cfm?PageNo=<cfoutput>#URLEncodedFormat('PageNo') #<cfoutput>">次ページ</a>
(13)<cfif>  <cfelseif>を多数繰り返す場合は、<cfswtch> <cfcase>を使用する
例）○<cfswitch expression="#Variables.Code#">

  <cfcase value="10">

    処理１

  <cfcase value="20">

    処理２

  <cfcase value="30">

    処理３

  <cfcase value="40">

    処理４

  <cfcase value="50">

    処理５

  <cfdefaultcase>

   
 エラー処理

</cfswitch>

×<cfif Variables.Code EQ 10>

処理１

<cfelseif Variables.Code EQ 20>

処理２

<cfelseif Variables.Code EQ 30>

処理３
<cfelseif Variables.Code EQ 40>

処理４

<cfelseif Variables.Code EQ 50>

処理５

<cfelse>

エラー処理

</cfif>
(14)SQLのselect文にて、*は使用しない

例）○select CUSTOMERCODE, CUSTOMERNAME, ADDRESS FROM CUSTOMER

×select * FROM CUSTOMER

(15)インデント

可読性を高めるため、インデントを適切につける。インデントにはスペースではなく、タブを使用する。
エディタのタブ設定は半角スペース4文字とする。

(16)演算子の評価順序

演算子の評価順序にかかわらず、先に評価する方を()でくくる

結果は変わらないが、間違いや考え違いの防止のため

例）○30 + (3 * 5)

　×30 + 3 * 5

◆その他

正しく動くことだけでなく、他人が読む事を想定してわかりやすく書く

◆当規約で使用している用語について

アッパーキャメルケース (UCC)


複合語の先頭を、大文字で書き始める。


つづり例：CamelCase

ローワーキャメルケース (LCC) 

複合語の先頭を、小文字で書き始める。


つづり例：camelCase
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